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Ｏ－ＲＡＮフロントホール開発とマルチベンダーＲＡＮの推進へ 
～２０１９年以降の５Ｇ商用展開をめざす～ 

 

株式会社ＮＴＴドコモ、ＡＴ＆Ｔ、Ｂｈａｒｔｉ Ａｉｒｔｅｌ、Ｃｈｉｎａ Ｍｏｂｉｌｅ、Ｃｈｉｎａ Ｔｅｌｅｃｏｍ、      

Ｄｅｕｔｓｃｈｅ Ｔｅｌｅｋｏｍ、ＫＤＤＩ株式会社、ＫＴ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、Ｏｒａｎｇｅ、ＳＫ Ｔｅｌｅｃｏｍ、     

ソフトバンク株式会社、Ｔｅｌｅ ｆｏｎ ｉｃａ、Ｔ ＩＭ、Ｖｅｒ ｉｚｏｎ  Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ ｉｏｎｓ  Ｉ ｎｃ．、          

Ｃ ｉ ｓ ｃ ｏ 、富士通株式会社、ＨＦＲ  Ｎ ｅ ｔ ｗ ｏ ｒ ｋ ｓ ， Ｉ ｎ ｃ ． 、 Ｉ ｎ ｔ ｅ ｌ  Ｃｏ ｒ ｐ ｏ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ 、              

Ｋｅ ｙ ｓ ｉ ｇ ｈ ｔ  Ｔｅ ｃｈｎｏ ｌ ｏ ｇ ｉ ｅ ｓ ， Ｉ ｎ ｃ．、Ｍａｖ ｅｎ ｉ ｒ 、  日本電気株式会社、Ｎｏｋ ｉ ａ、             

Ｐｉｖｏｔａｌ Ｃｏｍｍｗａｒｅ、Ｒａｄｉｓｙｓ® Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ、 Ｓａｍｓｕｎｇ Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ Ｃｏ．，Ｌｔｄ．、  

ＳＯＬｉＤ、ＶＩＡＶＩ は、Ｏ－ＲＡＮ Ａｌｌｉａｎｃｅ※1 のフロントホール仕様を採用、または採用を検討する

ことを２０１９年２月２２日（金曜）に発表しました。 

 

各ベンダーはＯ－ＲＡＮフロントホール仕様に準拠した製品の開発に着手し、異なるベンダー間

の相互接続試験を開始、もしくは計画しており、通信事業者は２０１９年以降にそれら製品を   
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用いた試験を開始し、５Ｇの商用ネットワークに導入していきます。 

 

Ｏ－ＲＡＮフロントホール仕様により、リモート設置型基地局においてさまざまなベンダーの親局

と無線子局を相互接続するマルチベンダー無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）を実現できます。  

マルチベンダーＲＡＮでは、展開シナリオに応じて最適な基地局装置を活用し、柔軟にネットワーク

を構築することができます。 

 

Ｏ－ＲＡＮフロントホール仕様を活用したマルチベンダーＲＡＮのグローバルなエコシステムは、

５Ｇ時代の無線アクセスネットワークにおけるイノベーションを創出し、増大し続けるパケット    

トラヒックと多種多様な産業及びサービス要求に応えることに寄与するものです。 

 
※1 Ｏ－ＲＡＮ Ａｌｌｉａｎｃｅは、「Ｏｐｅｎ Ｒａｄｉｏ Ａｃｃｅｓｓ Ｎｅｔｗｏｒｋ Ａｌｌｉａｎｃｅ」の略称であり、５Ｇをはじめとする次世代の無線 

アクセスネットワークをよりオープンでインテリジェントにすることを目的に活動している業界団体です。 

 
本件に関する報道機関からのお問い合わせ先 

株式会社ＮＴＴドコモ 

無線アクセス開発部 無線方式担当 

ＴＥＬ： ０４６－８４０－３１９０ 

 

  



 

 

マルチベンダーＲＡＮ概略図 
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